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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人日本ガス機器検査協会（JIA）

から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経

て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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業務用ガスこんろ 

Commercial gascookers 

 
1 適用範囲 

この規格は，液化石油ガス又は都市ガス（以下，ガスという。）を燃料とする，主として液化石油ガスの

保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行令（昭和 43 年政令第 14 号）第 2 条第 1 号に掲げる者が，

業務の用に供する調理機器（以下，機器という。）について規定する。この規格が対象とする機器を表 1

に示す。 

なお，この規格では，圧力は，大気圧と示しているもの以外は，全てゲージ圧力とする。 

注記 この規格で規定する機器については，液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法

律における液化石油ガス器具等及びガス事業法におけるガス用品に指定されている（附属書 A

参照）。 

 

表 1－機器 

機種 表示ガス消費量

kW 

機能など 図 

ガスこんろ 

（カセットこんろを除く。） 

（以下，こんろという。） 

14 以下 

こんろバーナ 1 個

当たり 5.8 以下 

バーナの上に鍋などを支えて，調理す

る機器 

図 4～図 6

複
合
形
機
器

a) 

ガスグリル付こんろ 

（以下，グリル付こんろという。） 

14 以下 こんろ本体にグリル部を組み込んだ

機器 

図 7 

ガスレンジ 

（以下，レンジという。） 

21 以下 こんろ又はグリル付こんろの下部に

オーブンを配置し，一体になった機器 

図 8 

グリル付こんろ，及びレンジを除く

その他のもの 

21 以下 こんろとこんろ以外の二つ以上とを

組み合わせた機器 

－ 

注 a) 複合形機器の個々のガス消費量は，機種別の表示ガス消費量のとおりとする。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0203 管用テーパねじ 

JIS B 0405 普通公差－第 1 部：個々に公差の指示がない長さ寸法及び角度寸法に対する公差 

JIS B 2401-1 O リング－第 1 部：O リング 

JIS C 1602 熱電対 

JIS C 1605 シース熱電対 

JIS C 3101 電気用硬銅線 

JIS C 3102 電気用軟銅線 


